
 

 

 

 

 

 

 ７月３日（水）に、株式会社栄美通信の姜雅人氏をお迎えし、『キャリア教育とは自分の歴史～未

来史を考えて就職する or進学する～』のテーマで、「保護者対象進路講演会」を実施しました。大卒

で就職した場合と、高卒で就職した場合の生涯獲得賃金の差の話から、ＡＩが活躍する時代でも、人 

間が絶対必要な場面があることなど、多岐にわたる内容

で講演していただきました。中でも、一番大事なことは、

親が子どものキャリア形成に積極的に関わっていくこ

とだそうです。家庭で、仕事の内容や時事問題について

意見を交換し、成りたいものが見つかったら一緒に調べ

てみるなど、情報を共有してほしいそうです。そうすれ

ば、子どもは周囲から支えられていることを実感し、勉

強や部活動など楽しんで頑張れるし、結果も伸びるよう

です。今回参加された保護者の方々は、様々な場面で親

子が向き合うためのツールを得たかもしれません。今回 

不参加だった保護者の方々が、子どもと情報を共有し合えていることを切に願います。                                      

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

できる受験生から学ぼう！ 失敗への対処「 」 

  ・失敗は準備で防ぐ。準備への意識を全面改革する。 

    → 成功か失敗か？準備の時点で決まっている。 

  ・失敗を分解し、行動を変え、成長に転換する。 

    → 失敗は成功のチャンス！まず分解し、対処を探る。そして、行動を変えて結果につなげる。 

  ・改善を積み重ね、成功するまで、やり抜く。 

    → 悩むのは時間の無駄。次のために「考える」。 

 このことは、大学を受験する生徒にだけ当てはまることではありません。就職を希望している生徒

は、９月の試験に向けて、履歴書の書き方から企業見学、一般常識の勉強や作文・面接の練習など、

やることはたくさんあります。自分の第一志望に合格するために、鉄則を心がけてください。１・２

年生は、１年後や２年後に自分の第一志望に合格できるように、鉄則を意識しながら夏休みを過ごし

てください。（参考文献「蛍雪時代７月号」） 

失敗すると「自分はだめだ・・・」と落ち込み、立ち直れない人へ 

  ① 今、何が起きているかを把握する。  ② 本当はどうなったらよいかを確認する。  

③ この状態で、自分に出来ることを考える。 （柘植陽一郎 「最後に勝利をつかむ失敗挽回法」より） 

第一志望への本気度は、誰にも負けないという思いを持ち、充実した夏にしよう！        
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